【所有者用】

　　　　    

	
	確認事項
	は　い
	いいえ
	該当無

	確認・

手続き
	・保安林、自然公園等伐採制限のある森林でない。
	□
	□
	

	
	・過去の補助履歴を確認した。
	□
	□
	□

	
	・森林経営計画や森林施業計画が作成された森林は、計画内容の変更について確認した。
	□
	□
	□

	
	・郡上市森林整備計画の伐採や造林に関する事項、ゾーニング森林別の施業基準を確認した。
	□
	□
	□

	
	・「伐採及び伐採後の造林の届出書」を伐採開始30日前までに市へ提出した。
	□
	□
	□

	計画作成
	・土地・立木の権利関係等を確認した。
	□
	□
	□


	
	・境界が不明確な場合等、隣接地の所有者に確認し、合意を得た。
	□
	□
	□

	
	・植栽に補助事業を活用する場合は、事前に手続きを行った。
	□
	□
	□

	
	・伐採方法や植栽等について具体的な計画を作成した。
	□
	□
	□

	
	・1ha以上の皆伐の場合は、「皆伐作業計画書」と「皆伐前のチェックリスト」を作成した。
	□
	□
	□

	
	・伐採や植栽を事業者に依頼する場合は、内容について十分話し合った。
	□
	□
	□

	皆伐箇所
	・急傾斜や岩石地等の皆伐を控える森林でない。
	□
	□
	

	
	・尾根筋や谷筋、人家や道路沿いの急傾斜等、皆伐を控える森林でない。
	□
	□
	

	
	・県条例に指定された重要水源の森林や渓流沿い森林、環境や観光資源として重要な森林でない。
	□
	□
	

	
	・標高1,400m以上、又は積雪が2.5m以上ある森林でない。
	□
	□
	

	
	・ササ等の被覆が想定される場所や土壌が極めて悪い場所ではない。
	□
	□
	

	
	・伐採後にシカ等の被害が想定される地域ではない。
	□
	□
	

	皆伐面積
	・5ha以上の皆伐の場合は、伐採区域や伐採時期を分散させるとともに、保護樹帯を設けた。
	□
	□
	□

	伐採作業
	・急傾斜地や岩石地では、保残木を集団的に配置する計画とした。
	□
	□
	□

	
	・尾根筋、谷筋、人家、道路沿いの急傾斜地等では、保護樹帯を列状又は塊状で残す計画とした。
	□
	□
	□

	
	・天然更新の場合は、尾根筋や一定面積ごとに母樹を残す計画とした。
	□
	□
	□

	
	・林内での重機の移動は、路面を保護し、必要最小限の移動となる計画とした。
	□
	□
	□

	
	・枝条類は谷沿いへの集積をしない。
	□
	□
	

	
	・伐採現場の道路脇に枝条を山積みにするなど乱雑な枝条処理をしない。
	□
	□
	

	
	・天然更新地では、枝条類の山積みを避け、分散集積とする。
	□
	□
	□

	
	・1ha以上の伐採作業実施については作業案内看板を設置し、必要に応じて自治会等に連絡する。
	□
	□
	

	
	・車両の通行等で道が損壊しないよう注意し、損壊した場合は管理者に報告し指示に従う。
	□
	□
	□

	
	・道路の使用に際し、道路占有許可申請等の必要な手続きを行う。
	□
	□
	□

	作 業 道
	・開設箇所は、急傾斜地や谷水への影響が考えられる箇所ではない。
	□
	□
	□

	
	・開設箇所は、地形や水の流れを十分検討した必要最小限の開設とする。
	□
	□
	□

	
	・開設中、使用中、使用後において、路面排水対策を徹底する。
	□
	□
	□

	
	・取水施設の近くに開設する場合は、施設管理者と十分に調整を図る。
	□
	□
	□

	更　　新
	・人工林の皆伐の場合は、植栽を行う。
	□
	□
	□

	
	・シカ等の食害が想定される場合は、柵やネット等の設置を行う。
	□
	□
	□

	
	・伐採後にササ等の繁茂が想定される箇所では、植栽等により速やかな植生回復を図る。
	□
	□
	□

	
	・事業者に依頼した場合は、計画通りに実施されたか確認する。
	□
	□
	□

	
	・伐採箇所や作業道は、定期的に点検や管理をする。
	□
	□
	


項　目





管　　理








別記第2号様式　 皆伐前のチェックリスト（所有者用）
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